
財務経理・IRを担当しております早川です。
私の方から、2023年3月期第1四半期の決算についてご説明いたします。



スライド１をご覧ください。

第１四半期は、食油をはじめとする大幅なコストアップが見込まれていたため、
減益の計画を組んでおりましたが、実績はその減益の計画に対し、
国内海外ともにスナックの販売が好調で、売上高は計画比104.9％の653億円、
営業利益は計画比105.2％の54億円と、
売上・利益ともに計画を上回ることができました。

前年に対しては、売上高は9.1％の増収となりましたが、
営業利益は22.7％の減益となりました。

国内は社会経済活動の正常化に伴って、土産用製品が復調、
コンビニエンスストアでの販売が伸⾧するなど増収効果に加えて、
価格改定効果があったものの、コストアップ23億円をカバーできず
25.5％の減益となりました。
海外は主に北米・中華圏での増収効果、各国での価格改定効果が
コストアップ10億円を吸収し、7.0％の増益となりました。

当期純利益は、為替差益16億円の計上などにより、8.1％減の46億円となりました。
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スライド２をご覧ください。

国内の製品別の売上高についてご説明します。
ポテトチップスは2億円の減収、じゃがりこは5億円の増収、
新価値製品・その他は8億円の増収となりました。
その他事業は甘しょ事業が堅調で1億円の増収となりました。

増減要因については次のスライドでご説明します。
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スライド３をご覧ください。

ポテトチップスは、昨年の第1四半期もばれいしょ不足に伴い、
販促活動を抑制していましたが、今年はさらにその期間が10日程度、
⾧期化した影響で減収となりました。

じゃがりこは、行動制限の緩和によりコンビニエンスストアでの販売が好調で
Lサイズや、「のり塩バター味」などの期間限定品が貢献し、増収となりました。

新価値製品・その他スナックでは、「じゃがポックル」などの土産用製品が、
国内旅行需要の回復と、催事展開や物産展への積極的な出店により、
前年比80％増と大幅な増収となりました。

また、コーン系・豆系スナックが、ポテトチップスの販促抑制影響による需要シフトで
伸⾧し、ひよこ豆を使用した「ピースピー」などの新製品も売上に貢献しました。

シリアルは、子供向け製品は振るいませんでしたが、オートミール需要の高まりに対応した
新製品「ベイクドオーツ」の投入や、健康を訴求した「フルグラ糖質オフ」の好調により、
前年並みとなりました。
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スライド４をご覧ください。

海外事業の地域別売上高、営業利益はご覧の通りです。

北米は、現地通貨ベースで20％の増収、営業利益は前年の7倍の3.8億円と
なりました。中華圏は、17％増収、営業利益はほぼ前期並みの2.5億円、
その他地域は、8％増収でしたが、営業利益はほぼゼロとなり、
前年比2.8億円の減益となりました。

増減要因については次のスライドでご説明します。
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スライド５をご覧ください。

北米は、「Harvest Snaps」がけん引し、増収となりました。
パッケージリニューアルや価格改定が消費者に受け入れられ、得意先への提案活動、
販促施策が奏功し、数量が順調に伸⾧しました。
営業利益は、増収効果と価格改定効果により増益となりました。

中華圏は、４月はロックダウンの影響で苦戦しましたが、ロックダウン解除に伴い、
５月下旬からの出荷再開により増収となりました。
スナックは、「Honey Butter Chip」や「Jagabee」、
シリアルは、「フルグラ糖質オフ」が好調でした。
営業利益は、人気歌手を起用したプロモーション展開などにより、
ぼぼ前期並みとなりました。

その他地域は、英国、インドネシアがポテトチップスなどの好調により増収となりましたが、
営業利益は輸送コストや原材料高騰を吸収できず、減益となりました。

第2四半期以降、価格改定を進め、計画達成を目指してまいります。
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スライド６をご覧ください。

営業利益の減少要因についてご説明します。

連結全体で16億円の減益となりましたが、これは国内事業が減益になったことに
よるものです。
国内は、ばれいしょ不足に伴う販促抑制6.5億円や、
価格・規格改定効果5.9億円があったものの、
食油や輸入ばれいしょ、包材などの原材料価格や動力費の高騰23億円を
カバーできず、16億円の減益となりました。

海外は、原材料価格の高騰9億円、動力費の高騰1億円がありましたが、
増収や価格改定効果がカバーし、前期並みとなりました。
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スライド７をご覧ください。

最後に本日発表した国内スナックの価格改定についてご説明します。

実施時期は11月、「かっぱえびせん」や「サッポロポテト」など30アイテムを
10－20％値上げいたします。
これらは6月に内容量を変更し、実質値上げを行ったばかりの製品ですが、
半年で再値上げを実行いたします。

以上でご説明を終了いたします。ありがとうございました。
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1/1 

2022 年８月２日開催 

2023 年３月期第 1 四半期決算説明会での主な質疑応答 

 

【国内事業について】 
Q１ 価格・規格改定効果は期初の見通しから変化はないか？ 
１Q の改定効果は 5.9 億円で、ほぼ計画通り。高い需要が続いており、価格改定前後で販売数量に変化
はない。現時点では、年間 72 億円の改定効果の見通しに変更はない。 
 
Q２ 原材料コストアップの見通しについて教えて欲しい。 
１Q の国内のコストアップ影響は 23 億円で、ほぼ計画通り。パーム油の単価が下がった一方で、円安は
進行。原材料価格・動力費で年間 90 億円のコストアップ想定から大きな変化はない。 
 
Q３ 北海道産原料ばれいしょの収量の現時点での見通しは？  
作付け、生育状況は今のところ問題なく、計画通りの収量を見込んでいる。今期は収量を増やす計画だ
が、天候に左右されるため、今後の状況について注視していく。 
 
Q４ 土産用製品の回復状況について教えて欲しい。 
１Q の売上実績は 20.4 億円で、前年同期比＋９億円、計画比＋３億円。国内旅行需要に加え、催事・物
産展での積極展開もあり、回復している。 
 
【海外事業について】 
Q５ 北米の好調は持続するとみてよいか？ 
「Harvest Snaps」が好調。価格改定後も販売数量が伸びている。大手得意先や食品スーパー、昨年拡
大したダラーストア業態、いずれも売上が伸長している。20％程度の値上げをしたが、Better for you カ
テゴリでは値ごろ感あり。美味しさも評価されている。２Q に２回目の値上げを実施予定。北米の好調が
継続し、その他地域の未達分をカバーできると考えている。 
 
Q６ 中華圏の２Q 以降の見通しは？ 
１Q はロックダウンの影響で、ミューズリー等の一部製品展開が遅れた。２Q 以降はプロモーション展開
を進め、売上拡大により収益改善を図る。シリアルは「フルグラ糖質オフ」やミューズリー、スナックは
Baby＆Kids の販売を強化したい。 
 
Q７ 海外のその他地域の価格改定状況は？ 
各国で既に主力製品の値上げを実施。英国は値上げ幅が大きいが、販売数量は伸長。インドネシアは
スナックのみ値上げをする計画だったが、競合の値上げに追随する形でポテトチップスも計画外で値上
げを決めた。２回目の値上げも各国で順次進めていく。 
 
 
 

以上 
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